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登場人物紹介

◆日本
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。
畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。コードネーム：ファーム。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。田口のスポッターを自称。コードネーム：ヤンバル。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元韓国陸軍参謀本部作戦二課。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。部隊のシステム屋。コードネーム：リベット。
《水陸機動団》
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。水陸機動団教官。コードネーム：女
ヴィーナス

神。
《西部方面特科連隊》
舟
ふな

木
き

一
いっ

徹
てつ

　一佐。戦車隊隊長。

●航空自衛隊
・第三〇七臨時飛行隊
日
ひ

高
だか

正
まさ

章
あき

　空自二佐。飛行隊隊長。
新
しん

庄
じょう

藍
あい

　一尉。Ｆ–15ＥＸ〝イーグルⅡ〞戦闘機で驚異的なキル・スコア
を上げる。ＴＡＣネーム：ウィッチ。

●日本台湾交流協会
依
よ

田
だ

悟
さとる

　台北事務所参与。民間人。

●コンビニ支援部隊
小
こ

町
まち

南
みなみ

　女子大生。中国語を勉強中のコンビニのアルバイト。
霜
しも

山
やま

悠
ゆう

輔
すけ

　桜会のコンビニの助っ人。190センチ近い大男。
知
ち

念
ねん

ひとみ　石垣島出身で流ちょうな英語を話せる。



◆アメリカ
●空軍
オリバー・Ｒ・エバンズ　空軍中佐。第18戦闘航空団の作戦参謀兼ＥＸ
のインストラクター。

エルシー・チャン　少佐。ハワイ州空軍パイロット・中国系。

◆中国
●人民解放軍総参謀部
任
レン

思
ス

遠
ユアン

　海軍少将。総参謀部作戦部特殊作戦局局長兼特殊戦司令官。

●陸軍
張
ジャン

偉
ウェイ

森
ソン

　陸軍少佐。調達部門の仕官。
董
ドン

衍
イェン

　ドローンの設計が得意で航空工学の修士号をもつ。
董
ドン

慶
チン

磊
レイ

　プログラミングが得意。
董
ドン

賽
サイ

飛
フェイ

　工作が得意で、フィギュアの原形師が趣味。

●海軍
《南海艦隊》
東
トン

暁
シャオ

寧
ニン

　海軍大将（上将）。南海艦隊司令官。
賀
ホヲ

一
イー

智
チィ

　少将。艦隊参謀長。
《東海艦隊》075型強襲揚陸艦二番艦〝 華

ファー

山
シャン

〞（40000トン）
唐
タン

東
ドン

明
ミン

　海軍大将（上将）。東海艦隊司令官。
馬
マ

慶
チン

林
リン

　大佐。東海艦隊参謀。
・ＫＪ–600（空警–600）
浩
ハオ

菲
フェイ

　海軍中佐。空警–600のシステムを開発。
葉
イエ

凡
ファン

　少佐。空警‐600機長。搭乗員六人のうちの唯一の男性。
秦
チィン

怡
イー

　大尉。副操縦士。電子工学の修士号を持つパイロット。
・Ｊ‐35部隊
火
フオ

子
ツー

介
ジエ

　海軍中佐。テスト・パイロット。
・Ｙ–９Ｘ哨戒機
鍾
チォン

桂
クイ

蘭
ラン

　海軍少佐。ＡＥＳＡレーダーの専門家。
《第164海軍陸戦兵旅団》
姚
ヤオ

彦
イェン

　海軍少将。第164海軍陸戦兵旅団を率いる。
雷
レイ

炎
イェン

　大佐。旅団作戦参謀。天才軍略家の異名を持つ。
程
チェン

帥
シュアイ

　中尉。技術将校兼雷炎大佐副官。



〈別働隊大隊〉
曹
ツァオ

和
ホー

平
ピン

　大佐。別働隊大隊指揮官。

●上
Ｓ ． Ｉ ． Ｓ

海国際警備公司
王
ワン

凱
カイ

　陸軍中佐。隊長。
火
フオ

駿
ジン

　少佐。副隊長。
劉
リウ

龍
ロン

　曹長。通信担当。
白
バイ

心
シン

悠
ヨウ

　伍長。部隊で唯一空挺降下に成功した女性兵士。

◆台湾
●陸軍
《第６軍団》
蔡
ツァイ

怡
イーレイ

叡　中尉。司令部付き通信仕官。
《第10軍団》
余
ユー

明
ミンミン

敏　陸軍中将。第10軍団司令官。
頼
ライ

若
ルオ

英
イン

　陸軍中佐。作戦参謀次長。
《陸軍第601航空旅団》＝別名〈龍

ロン

城
チャン

部隊〉
藍
ラン

志
チー

玲
リン

　大尉。戦闘ヘリ・パイロット。コールサイン：マリリン。
田
ティエン

子
ズー

瑜
ユイ

　少尉。新米仕官。藍志玲大尉と前
ガ ナ ー

席射撃手として組む。
《第99旅団》＝〈鐵

アイアン・フォース

軍部隊〉の愛称をもつ
陳
チェン

智
ヂー

偉
ウェイ

　陸軍大佐。一個大隊を指揮する。
黄
ホァン

俊
ジュン

男
ナン

　中佐。作戦参謀。大隊副隊長。フロッグマン部隊出身。
王
ワン

一
イー

傑
ジェ

　少尉。台湾大学卒のエリート。予備役将校訓練課程出身。
劉
リウ

金
ジン

龍
ロン

　曹長（上士）。コードネーム：ドラゴン。
楊
ヤン

志
ヂー

明
ミン

　上等兵。コードネーム：アーティスト。

●独立愚連隊
柴
チャイ

子
ツー

超
チャオ

　伍長。コードネーム：ヘネシー。アルファー小隊を率いる。
郭
グオ

宇
イー

　伍長。コードネーム：ニッカ。ブラボー小隊を率いる。
賀
ホー

翔
シァン

　二等兵。コードネーム：ドレッサー。
崔
ツイ

超
チャオ

　二等兵。コードネーム：ワーステッド。
●その他
〈桃園の郷土防衛隊〉
李
リー

冠
グワン

生
ション

　陸軍少将。金
ジン

門
メン

の烈
リエ

嶼
ユー

守備大隊の指揮官を歴任。
楊
ヤン

世
シー

忠
ジョン

　少佐。軍歴三十年で孫もいるベテラン。
王
ワン

文
ウェン

雄
ション

　海兵隊少佐。台日親善協会と国民党の対外宣伝部次長。



高
ガオ

慧
フイ

康
カン

　医師。高文迪の父で外科医。
〈国土防衛少年烈士団〉
依
よ

田
だ

健
けん

祐
すけ

　父親は日本台湾交流協会参与。私立中学校（国民中学）の生徒。
高
ガオ

文
ウェン

迪
ディ

　依田健祐の親友。外科医の父を持ち、クラスのリーダー格。
呂
ルー

宇
イー

　私立中学校（国民中学）の数学教師。
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人
民
解
放
軍
東
海
艦
隊
司
令
官
の
唐タ

ン

東ド
ン

明ミ
ン

海
軍
大
将

（
上
将
）
と
艦
隊
参
謀
の
馬マ

慶チ
ン

林リ
ン

海
軍
大
佐
を
乗
せ
た
Ｚ

‐
18
（
直
昇
18
）
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
漳

ジ
ャ
ン

州ジ
ョ
ウ

空
軍

基
地
へ
と
向
か
っ
て
、
い
っ
た
ん
沿
岸
部
か
ら
離
れ
て
内

陸
側
の
飛
行
コ
ー
ス
を
取
っ
て
い
た
。

　

向
か
う
先
の
漳
州
空
軍
基
地
は
、
台
湾
攻
略
の
た
め
に
、

こ
こ
数
年
重
点
的
に
整
備
拡
大
さ
れ
た
基
地
だ
っ
た
が
、

今
は
機
能
停
止
状
態
だ
っ
た
。

　

日
台
両
軍
戦
闘
機
部
隊
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
、

沿
岸
部
の
軍
事
基
地
が
手
酷
い
損
害
を
出
し
て
い
た
。

　

復
旧
活
動
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
戦
闘
機
部
隊

を
常
駐
さ
せ
て
の
運
用
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
ろ
う
と
判
断
さ

れ
た
。
少
な
く
と
も
、
沿
岸
部
の
制
空
権
を
完
全
に
取
り

戻
す
ま
で
は
…
…
。

　

ヘ
リ
は
、
あ
ま
り
高
度
を
取
ら
ず
に
飛
ん
で
い
た
。

所
々
雲
が
出
て
、
山
々
の
稜
線
が
見
え
な
く
な
る
。
時
々
、

そ
の
稜
線
の
下
へ
と
降
り
て
、
谷
筋
を
飛
ん
で
い
る
。
決

し
て
安
全
な
飛
行
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
敵
戦
闘
機
が

い
つ
ま
た
襲
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

　

艦
隊
の
飛
行
隊
の
中
で
も
、
え
り
抜
き
の
ベ
テ
ラ
ン
・

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操
縦
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
雲
が
あ
る
と

は
い
え
、
昼
間
だ
。

　

馬
大
佐
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
技
量
を
信
じ
て
い
た
が
、

コ
ク
ピ
ッ
ト
越
し
に
外
の
景
色
を
見
る
の
は
止
め
た
。
だ
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が
、
キ
ャ
ビ
ン
に
差
し
込
む
光
で
、
ヘ
リ
が
右
へ
左
へ
と

針
路
を
変
え
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
の
は
わ
か
っ
た
。

　

憂
鬱
な
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
、

浅
瀬
に
座
礁
し
て
黒
煙
を
上
げ
る
駆
逐
艦
の
様
子
を
確
認

し
て
し
ば
ら
く
海
岸
線
に
沿
っ
て
飛
ん
だ
が
、
攻
撃
か
ら

す
で
に
六
時
間
以
上
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
あ
ち
こ
ち
で
煙
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
全
て
が
軍

事
基
地
だ
っ
た
。

　

夜
明
け
前
の
最
も
暗
い
時
間
帯
を
狙
っ
て
行
わ
れ
た
攻

撃
は
徹
底
し
て
お
り
、
台
湾
海
峡
沿
い
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ

ト
は
潰
滅
、
空
軍
飛
行
場
、
海
軍
の
飛
行
場
も
軒
並
み
攻

撃
を
受
け
た
。

　

そ
の
攻
撃
に
対
し
て
、
味
方
部
隊
は
全
く
の
無
力
だ
っ

た
。
為
す
術
も
な
く
、
数
十
箇
所
の
軍
事
基
地
が
攻
撃
を

受
け
、
軍
艦
も
数
隻
が
沈
ん
だ
。

　

敵
は
連
日
、
攻
勢
に
出
て
い
た
。
そ
の
前
の
日
は
、
台

湾
海
峡
の
制
空
権
奪
還
作
戦
が
敢
行
さ
れ
、
台
湾
空
軍
は

大
き
な
犠
牲
を
払
い
つ
つ
も
、
こ
ち
ら
の
早
期
警
戒
機
や

空
中
給
油
機
を
多
数
葬
り
去
っ
た
。
こ
ち
ら
も
、
刺
し
違

え
つ
つ
台
湾
に
空
挺
を
送
り
込
め
は
し
た
が
、
ど
ち
ら
が

勝
っ
た
か
は
明
白
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
民
向
け
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
着
々
と
、

台
湾
奪
還
へ
向
け
て
確
実
に
歩
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
人
口
分
布
で
言
え
ば
、
台
湾
の
す
で
に
九
割

の
都
市
を
占
領
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
全
く
の

嘘
で
は
な
か
っ
た
が
、
事
実
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
っ

た
。

　

海
軍
に
出
番
は
無
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
良
い
所
は

全
く
無
か
っ
た
。
沿
岸
部
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
引
き
篭
も

っ
た
ま
ま
だ
。
軍
内
部
で
は
、
引
き
篭
も
り
を
意
味
す
る

家チ
ャ

里リ

蹲ツ
ン

海
軍
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。

　

全
く
気
が
滅
入
る
状
況
だ
っ
た
…
…
。

　

ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
付
き
の
航
空
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
唐

提
督
は
、
壁
際
に
設
置
さ
れ
た
横
向
き
の
座
席
に
座
っ
て
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い
た
。
馬
大
佐
は
、
一
席
空
け
て
座
っ
て
い
た
。
向
か
い

に
は
、
衛
星
通
信
機
を
抱
え
た
通
信
士
官
が
座
っ
て
い
る
。

　

機
内
で
少
し
打
ち
合
わ
せ
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

が
、
と
て
も
そ
ん
な
雰
囲
気
で
は
無
か
っ
た
。
だ
が
、
か

と
い
っ
て
提
督
が
沈
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
心

中
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
に
せ
よ
、
滅
多
に
表
情
に
は
出

さ
な
い
男
だ
っ
た
。

　

機
外
で
何
か
が
光
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
す
ぐ
さ

ま
、
エ
ン
ジ
ン
の
振
動
が
変
化
し
た
の
を
大
佐
は
感
じ
取

っ
た
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
で
怒
号
が
飛
び
交
っ
て
い
た
が
、
何
を
喚

い
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
機
体
が
危
険
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
機
体
が
ぐ

る
ぐ
る
と
水
平
方
向
へ
と
回
転
し
始
め
た
せ
い
で
、
差
し

込
む
陽
の
光
も
ゆ
っ
く
り
と
回
転
し
始
め
た
。
加
速
度
が

身
体
を
締
め
付
け
始
め
る
。

「
不
時
着
に
備
え
て
！
―
」

　

と
機
長
が
キ
ャ
ビ
ン
の
客
へ
と
怒
鳴
っ
た
。

　

馬
大
佐
は
、
提
督
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
締
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ど
こ
か
に
掴
ま
り
た
い
が
、
そ
ん
な

も
の
は
な
い
。
肘
掛
け
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
仕

方
無
く
、
両
腰
の
ベ
ル
ト
部
分
を
掴
ん
だ
。

　

更
に
横
へ
の
回
転
が
激
し
く
な
る
。
恐
ら
く
テ
ー
ル
ロ

ー
タ
ー
を
殺
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
引
き
金
は
何
だ
ろ
う
、

と
大
佐
は
思
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ら
、
今
頃
吹
き
飛

ん
で
い
る
。
た
ぶ
ん
エ
ン
ジ
ン
部
分
の
問
題
だ
ろ
う
と
思

っ
た
。
こ
の
機
体
は
燃
料
を
満
載
し
て
い
る
。
不
時
着
し

た
ら
す
ぐ
火
が
回
る
だ
ろ
う
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ど
ん
な
原
理
で
飛
ん
で
い
る
の
か
さ

っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
で
研

究
生
活
を
送
っ
た
こ
と
も
あ
る
馬
は
、
理
系
人
間
と
し
て

そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
人
が
鳥
の
真
似
を
す
る
の
は
傲

慢
だ
…
…
。
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マ
イ
ナ
ス
Ｇ
が
加
わ
る
。
機
体
は
辛
う
じ
て
飛
ん
で
い

た
が
、
急
速
に
高
度
を
失
っ
て
い
た
。

「
衝
撃
に
備
え
ろ
！
―
」

　

次
の
瞬
間
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
と
う
て
い
「
不
時
着
」

と
は
言
い
難
い
現
象
だ
っ
た
。
一
瞬
、
空
間
が
縮
ん
だ
よ

う
な
錯
覚
を
覚
え
た
。
巨
人
の
手
の
中
で
、
自
分
が
押
し

潰
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
。

　

腰
の
ベ
ル
ト
が
内
臓
に
食
い
込
ん
で
う
め
き
声
が
上
が

る
。
前
方
に
座
っ
て
い
た
兵
士
の
肉
体
が
、
宙
に
浮
い
た

よ
う
に
見
え
た
。
自
分
の
航
空
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
、
後
ろ
の

壁
を
打
ち
破
る
か
の
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

し
ば
ら
く
呆
然
と
し
て
い
た
が
、
整
備
の
機
付
き
長
が

立
ち
上
が
り
、「
大
丈
夫
か
！ 

大
丈
夫
か
！ 
脱
出

だ
！
」
と
み
ん
な
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

馬
大
佐
は
、
食
い
込
む
ベ
ル
ト
を
外
そ
う
と
し
た
が
、

バ
ッ
ク
ル
が
な
か
な
か
開
か
な
か
っ
た
。
ベ
ル
ト
・
カ
ッ

タ
ー
を
持
っ
た
機
付
き
長
が
駆
け
寄
る
。
変
な
格
好
だ
っ

た
。
機
付
き
長
が
真
上
か
ら
覗
き
込
ん
で
い
る
。
機
体
が

横
倒
し
に
な
っ
て
、
馬
大
佐
は
、
今
、
壁
ご
と
地
面
に
横

た
わ
っ
て
い
た
。

　

機
付
き
長
が
ベ
ル
ト
・
カ
ッ
タ
ー
で
ベ
ル
ト
を
切
り
裂

く
。

「
提
督
を
先
に
！
―
」

「
え
え
、
大
丈
夫
で
す
。
ご
無
事
で
す
！
」

　

提
督
は
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
、
機
体
後
部
へ
と
向

か
っ
て
い
た
が
、
ハ
ッ
チ
部
分
が
歪
み
、
開
き
そ
う
に
は

見
え
な
か
っ
た
。
か
と
言
っ
て
、
こ
の
大
型
ヘ
リ
で
は
、

今
は
天
井
に
な
っ
て
い
る
右
翼
側
の
ハ
ッ
チ
か
ら
脱
出
す

る
の
も
難
し
い
。
そ
こ
ま
で
手
を
伸
ば
し
て
も
届
か
な
い
。

　

乗
組
員
が
機
体
底
面
に
設
け
ら
れ
た
脱
出
用
の
ハ
ッ
チ

を
開
け
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
無
理
そ
う
だ
っ
た
。

油
の
臭
い
が
立
ち
こ
め
て
く
る
。

　

コ
ク
ピ
ッ
ト
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
脱
出
し
よ
う
と
足

掻
い
て
い
た
。
副
操
縦
士
が
、
右
足
の
ブ
ー
ツ
で
、
キ
ャ
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ノ
ピ
ー
に
激
し
く
蹴
り
込
ん
で
い
た
。

「
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
出
る
ぞ
。
急
い
で
下
さ
い
！
」

　

と
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
怒
鳴
っ
て
い
た
。

　

唐
提
督
を
ま
ず
脱
出
さ
せ
て
か
ら
馬
が
続
く
。
ど
こ
か

山
間
部
の
畑
の
よ
う
だ
。
機
長
は
、
ま
だ
自
分
の
シ
ー
ト

に
縛
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
足
が
挟
ま
っ
て
い
る
様
子
だ

っ
た
。

「
機
長
を
出
し
て
や
れ
！
」

　

と
馬
大
佐
は
命
じ
な
が
ら
、
機
体
か
ら
転
が
り
出
た
。

す
で
に
エ
ン
ジ
ン
部
分
か
ら
火
が
出
て
い
た
。

「
提
督
、
離
れ
て
！ 

爆
発
し
ま
す
」

　

副
操
縦
士
が
再
び
機
内
へ
と
戻
り
、
機
付
き
長
と
二
人

で
機
長
を
抱
え
て
引
っ
張
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
機
体

は
す
で
に
炎
に
包
ま
れ
、
一
回
小
さ
な
爆
発
を
起
こ
し
て

い
た
。
だ
が
そ
の
爆
発
の
衝
撃
が
、
奇
跡
を
起
こ
し
た
。

機
体
に
挟
ま
れ
て
い
た
機
長
の
足
が
抜
け
た
の
だ
。

　

全
員
が
脱
出
し
た
後
、
二
度
目
の
爆
発
が
起
こ
っ
た
。

今
度
は
、
機
体
全
体
を
包
む
爆
発
で
、
千
切
れ
た
ロ
ー
タ

ー
・
ブ
レ
ー
ド
が
宙
を
舞
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
あ
ぜ
道
に
出
て
、
土
手

に
座
り
込
ん
だ
。
乗
り
込
ん
で
い
た
の
は
、
整
備
ク
ル
ー

も
含
め
て
八
名
だ
っ
た
。
副
操
縦
士
が
全
員
の
無
事
を
一

人
一
人
確
認
す
る
。
機
長
は
、
右
足
を
骨
折
し
て
痛
み
に

耐
え
て
い
た
。
明
ら
か
に
開
放
骨
折
で
、
鮮
血
が
飛
行
服

に
滲
ん
で
い
た
。

　

機
付
き
長
が
手
早
く
手
当
を
始
め
て
い
た
。

　

上
空
を
味
方
の
爆
撃
機
が
通
過
し
た
。
通
り
過
ぎ
る
か

と
思
っ
た
が
、
低
空
で
引
き
返
し
て
く
る
と
、
誰
か
が
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
で
飛
び
降
り
た
。

　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
操
縦
し
て
、
こ
ち
ら
に
降
り
て
来
る
。

白
い
防
護
服
を
身
に
纒
っ
た
兵
士
が
、
彼
ら
か
ら
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
着
地
し
た
。
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
の
操
縦
に
慣
れ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。
銃
は
無
く
、
腰

の
辺
り
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
救
命
箱
を
縛
り
付
け
て
い
た
。
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ゴ
ー
グ
ル
に
マ
ス
ク
姿
で
、
厳
重
な
感
染
防
止
策
を
取

っ
て
い
た
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
ハ
ー
ネ
ス
を
解
除
し
て
キ

ャ
ノ
ピ
ー
を
素
早
く
畳
ん
で
抱
き
か
か
え
る
と
、
こ
ち
ら

へ
歩
い
て
来
た
。

　

土
手
に
座
り
込
む
集
団
に
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離

を
取
り
、
自
分
が
風
下
側
に
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、

男
は
ゴ
ー
グ
ル
と
マ
ス
ク
を
取
っ
て
敬
礼
し
た
。

「
全
員
ご
無
事
で
す
か
？ 
医
療
的
手
当
が
必
要
な
者
は

他
に
い
ま
せ
ん
か
？
」

「
間
に
合
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
救
命
バ
ッ
グ
を
持
ち
出

す
余
裕
は
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
、
ど
う
し
て
貴
方
が
こ
ん

な
所
に
？
」

　

と
馬
大
佐
が
応
じ
た
。
階
級
章
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、

こ
ん
な
所
で
遭
遇
す
る
に
は
、
ち
と
バ
ツ
の
悪
い
相
手
だ

っ
た
。

　

人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
作
戦
部
特
殊
作
戦
局
局
長
兼
特

殊
戦
司
令
官
の
任レ

ン

思ス

遠ユ
ア
ン

海
軍
少
将
は
、
抱
え
た
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
を
足
下
に
置
く
と
、「
偶
然
で
す
」
と
答
え
た
。

「
海ハ

イ

南ナ
ン

島ダ
オ

か
ら
北
京
へ
戻
る
途
中
に
、
皆
さ
ん
の
ヘ
リ
が

撃
墜
さ
れ
る
所
を
た
ま
た
ま
目
撃
し
ま
し
て
」

「
撃
墜
？ 

い
や
あ
、
エ
ン
ジ
ン
・
ト
ラ
ブ
ル
で
は
な
い

の
か
？
」

　

唐
提
督
が
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
…
…
、
と
い
う
顔
で

尋
ね
た
。

「
い
え
、
先
行
す
る
輸
送
機
の
無
線
を
聞
い
た
限
り
で
は
、

攻
撃
だ
そ
う
で
す
」

「
で
は
当
た
り
所
が
良
か
っ
た
な
。
ミ
サ
イ
ル
な
ん
ぞ
喰

ら
っ
て
不
時
着
な
ん
て
普
通
は
出
来
な
い
」

「
も
の
は
、
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
で
は
な
く
、
た
ぶ
ん
、
歩

兵
が
担
ぐ
肩
撃
ち
式
ミ
サ
イ
ル
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
す
。
弾
頭
威
力
は
限
ら
れ
る
」

「
そ
ん
な
バ
カ
な
。
こ
こ
は
海
岸
線
か
ら
何
十
キ
ロ
も
内

陸
部
に
入
っ
て
い
る
ん
だ
ぞ
。
こ
ん
な
所
に
、
敵
の
兵
士

が
潜
入
し
て
い
る
と
い
う
の
か
ね
？
」
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「
わ
れ
わ
れ
だ
っ
て
、
あ
ん
な
に
警
戒
厳
重
な
台
湾
に
武

装
工
作
兵
を
潜
入
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
広
大
な
大

陸
に
対
し
て
、
そ
れ
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
提
督
を
乗
せ
た
大
型
ヘ
リ
は
、
旗
艦
を
発
艦
し

た
時
か
ら
、
敵
に
追
尾
さ
れ
て
い
た
。
あ
と
は
、
経
路
上

に
潜
ん
で
い
る
工
作
兵
に
、
命
令
を
出
す
だ
け
で
済
む
。

不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
」

「
わ
れ
わ
れ
は
陸
地
の
制
空
権
も
失
っ
た
の
か
…
…
」

「
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
山
狩
り
の
類

い
は
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
無
線
機
は
あ
り
ま
す
か
？ 

一
応
、
衛
星
携
帯
も
持
っ
て
降
り
ま
し
た
。
提
督
座
乗
機

撃
墜
の
報
せ
は
す
で
に
報
告
ず
み
の
は
ず
で
す
が
…
…
」

　

提
督
に
同
行
さ
せ
た
通
信
士
官
は
す
で
に
シ
ス
テ
ム
を

立
ち
上
げ
て
い
た
。

「
君
は
、
海
南
島
で
例
の
研
究
を
視
察
し
て
来
た
の
だ
ろ

う
？
」

「
は
い
。
そ
の
報
告
を
北
京
へ
急
ぎ
持
ち
帰
る
途
中
で
し

た
。
皆
さ
ん
に
は
、
よ
り
一
層
の
犠
牲
を
払
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
」

「
上
手
く
行
き
そ
う
な
の
か
ね
？
」

「
理
論
上
の
説
明
は
受
け
ま
し
た
が
、
研
究
者
自
身
は
成

功
す
る
と
。
自
分
は
聴
い
た
ま
ま
を
報
告
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
」

「
君
も
ま
た
と
ん
だ
貧
乏
く
じ
を
引
か
さ
れ
た
も
の
だ
な
。

科
学
者
で
も
な
い
の
に
。
上
の
連
中
は
、
は
な
か
ら
〝
で

き
ま
す
！
〞
と
い
う
報
告
し
か
期
待
し
と
ら
ん
だ
ろ
う

が
」

　

任
は
軽
く
生
返
事
す
る
に
留
め
た
。

　

通
信
士
官
が
、
南
か
ら
飛
ん
で
来
る
ヘ
リ
と
連
絡
が
付

き
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
待
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
北
京
の
様
子
は
ど
う
だ
ね
？
」

「
八バ

ァ

一イ
ー

大タ
ァ

楼ロ
ウ

は
か
な
り
酷
い
で
す
ね
。
感
染
者
が
出
て
、

ほ
と
ん
ど
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
。
自
分
ら
は
そ
の
前

に
、
例
の
地
下
軍
事
司
令
部
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
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あ
ち
ら
で
も
感
染
者
は
出
ま
し
た
。
一
応
、
封
じ
込
め
て

は
い
ま
す
が
、
今
は
三
時
間
置
き
に
検
査
を
受
け
て
い
ま

す
。
感
染
者
は
バ
タ
バ
タ
死
ん
で
い
く
そ
う
で
す
」

「
私
が
聞
い
た
の
は
、
疫
病
の
こ
と
で
は
な
く
…
…
」

　

任
少
将
は
、
マ
ス
ク
を
す
る
と
、
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

近
づ
い
て
、
唐
の
問
い
に
答
え
た
。
た
だ
し
遠
回
し
に
答

え
た
。

「
空
母
一
隻
の
犠
牲
に
は
耐
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

で
も
、
三
隻
も
沈
め
ら
れ
た
ら
？ 

そ
れ
で
な
お
、
台
湾

を
制
圧
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
立
ち
直

れ
な
い
。
政
権
の
浮
沈
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
海
軍
が
無

事
な
内
に
、
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
就
く
べ
き
だ
と
い
う
考

え
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
自
分
は
い
か
な
る
意
見
も
持
ち

合
わ
せ
ま
せ
ん
。
幸
い
、
そ
う
い
う
立
場
に
は
お
り
ま
せ

ん
の
で
」

　

Ｚ
‐
18
（
直
昇
18
）
ヘ
リ
が
接
近
し
て
来
る
と
、
旋
回

し
な
が
ら
高
度
を
落
と
し
始
め
た
。
あ
ぜ
道
を
挟
ん
で
、

山
側
ぎ
り
ぎ
り
の
畑
の
上
に
着
陸
す
る
。

　

何
の
畑
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
は
端
境
期
な
の
か
、
雑

草
が
生
え
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

南
海
艦
隊
司
令
官
の
東ト

ン

暁シ
ャ
オ

寧ニ
ン

海
軍
大
将
（
上
将
）
と
、

艦
隊
参
謀
長
の
賀ホ

ヲ

一イ
ー

智チ
ィ

海
軍
少
将
が
降
り
て
来
る
。
二
人

と
も
、
肩
に
パ
イ
プ
椅
子
を
提
げ
て
い
た
。
続
く
部
下
達

も
、
椅
子
や
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
を
持
っ
て
い
る
。

　

相
変
わ
ら
ず
用
意
周
到
な
奴
だ
と
唐
提
督
は
思
っ
た
。

「
や
あ
、
唐
同
志
よ
！
―
」

　

と
東
大
将
は
呼
び
か
け
た
。

「
ど
う
せ
空
軍
基
地
で
は
机
も
椅
子
も
も
う
灰
に
な
っ
た

後
だ
ろ
う
と
思
っ
て
な
、
こ
れ
を
積
ん
で
来
て
良
か
っ
た

よ
。
だ
い
た
い
、
あ
ん
な
燃
え
上
が
っ
た
基
地
で
会
議
を

開
け
と
い
う
の
は
、
嫌
み
な
命
令
だ
よ
な
。
お
前
達
が
サ

ボ
っ
た
せ
い
で
起
き
た
悲
劇
の
中
に
身
を
置
い
て
話
し
合

え
と
か
。
こ
う
い
う
所
で
の
青
空
会
議
も
悪
く
な
い
。
だ

が
、
こ
の
鳩
首
会
談
は
二
〇
分
が
限
界
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
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以
上
居
座
る
と
、
敵
に
察
知
さ
れ
て
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で

来
る
だ
ろ
う
と
」

　

畑
の
ど
真
ん
中
に
、
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
と
、
パ
イ
プ

椅
子
が
置
か
れ
た
。
な
ん
と
も
奇
異
な
光
景
だ
っ
た
。
そ

の
パ
イ
プ
椅
子
に
、
海
軍
の
提
督
や
大
佐
が
座
っ
て
向
き

合
っ
て
い
る
の
だ
。

「
こ
ん
な
所
で
か
？
」
と
唐
提
督
が
渋
々
と
応
じ
た
。

「
わ
れ
ら
家
里
蹲
海
軍
に
は
地
面
の
上
だ
と
い
う
だ
け
で

十
分
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
君
の
所
で
不
遇
を
託
っ
て
い

る
艦
隊
参
謀
長
は
ど
う
し
た
の
だ
ね
？
」

「
彼
は
、
陸
上
に
留
め
置
い
た
せ
い
で
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
感

染
し
て
、
今
病
床
に
あ
る
。
助
か
る
か
ど
う
か
は
微
妙
な

所
ら
し
い
。
そ
っ
ち
は
大
丈
夫
か
？
」

「
い
や
、
こ
っ
ち
も
駄
目
だ
な
ぁ
。
湛

ジ
ャ
ン

江ジ
ァ
ン

市
と
言
っ
て

も
、
あ
あ
海
南
島
に
近
い
と
な
。
全
国
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
客

が
押
し
寄
せ
る
。
そ
こ
い
ら
中
で
感
染
者
が
出
て
い
る
。

司
令
部
の
留
守
部
隊
も
大
分
感
染
者
を
出
し
て
い
る
よ
。

と
こ
ろ
で
任
少
将
、
北
京
か
ら
、
ど
こ
で
油
を
売
っ
て
い

る
ん
だ
、
さ
っ
さ
と
戻
っ
て
来
い
！ 

と
の
命
令
だ
ぞ
。

な
ん
で
降
り
た
？
」

「
た
だ
の
保
身
で
す
よ
。
自
分
と
し
て
も
、
気
乗
り
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
伝
え
す
る
た
め
で
す
」

　

任
提
督
は
、
そ
の
テ
ー
ブ
ル
の
風
下
の
位
置
か
ら
答
え

た
。

「
あ
の
注
文
の
多
い
博
士
の
研
究
か
？ 

海
軍
も
い
ろ
い

ろ
援
助
し
て
来
た
が
な
、
大
規
模
実
験
は
二
年
後
だ
と
い

う
話
だ
っ
た
ぞ
。
成
功
す
る
と
は
思
え
な
い
が
…
…
。
気

象
工
学
も
い
つ
か
は
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
せ
い
ぜ
い

半
世
紀
後
の
夢
物
語
だ
ろ
う
。
せ
め
て
わ
が
南
海
艦
隊
が

日
本
の
イ
ー
ジ
ス
艦
隊
と
直
接
相
ま
み
え
る
機
会
が
あ
っ

た
な
ら
―
」

「
お
い
お
い
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
南
海
艦
隊
の
完
全
包

囲
下
に
あ
っ
た
東ド

ン

沙シ
ャ
ー

島ダ
オ

で
、
台
湾
軍
の
完
璧
な
脱
出
を

許
し
た
君
た
ち
の
方
が
ケ
チ
の
付
き
始
め
だ
ろ
う
に
」
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唐
大
将
が
反
論
し
た
。

「
そ
の
日
本
の
潜
水
艦
に
、
そ
の
後
、
何
隻
も
の
軍
艦
を

沈
め
ら
れ
た
不
運
な
男
に
言
わ
れ
た
く
は
な
い
な
」

　

任
少
将
は
、
二
人
に
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
、
困
惑

し
た
顔
を
し
た
。

「
気
に
す
る
な
少
将
。
わ
れ
わ
れ
は
士
官
学
校
の
頃
か
ら

こ
う
い
う
仲
だ
。
北
京
に
戻
っ
た
ら
、
二
人
の
司
令
官
は
、

若
干
の
意
見
の
相
違
を
認
め
つ
つ
も
、
腹
を
く
く
っ
た
よ

う
だ
、
と
伝
え
れ
ば
良
い
」

「
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
？
」

　

と
任
は
唐
提
督
に
聞
い
た
。

「
戦
力
の
八
割
は
ま
だ
無
事
だ
。
そ
れ
で
ど
う
な
る
と
は

思
え
な
い
が
、
手
を
打
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
戦

力
を
保
持
し
つ
つ
敵
に
一
矢
報
い
る
作
戦
を
考
え
る
さ
。

そ
う
す
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
ら
な
。
ロ
シ
ア
が
あ
ん

な
無
様
な
戦
争
を
し
で
か
し
た
後
に
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ

を
真
似
る
わ
け
に
は
い
か
ん
」

　

小
型
ヘ
リ
の
ロ
ー
タ
ー
音
が
聞
こ
え
て
い
た
。

「
君
一
人
を
近
隣
の
無
事
な
飛
行
場
に
運
ぶ
た
め
に
、
わ

ざ
わ
ざ
ヘ
リ
を
呼
ん
だ
。
撃
墜
さ
れ
ず
に
北
京
に
戻
っ
て

く
れ
。
あ
と
、
陸
軍
は
、
台
湾
正
面
の
陸
地
く
ら
い
き
ち

ん
と
守
れ
と
も
な
。
こ
ん
な
内
陸
部
を
飛
ん
で
い
る
の
に
、

森
の
中
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
撃
た
れ
た
ん
で
は
叶
わ
な
い
ぞ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
二
万
も
の
将
兵
を
無
傷
で
上
陸
さ
せ
た
が
、

一
瞬
で
全
滅
し
た
。
あ
の
兵
力
が
生
き
て
お
れ
ば
今
頃
、

台
北
の
占
領
も
夢
で
は
無
か
っ
た
の
に
、
ひ
と
り
海
軍
の

責
任
に
さ
れ
る
の
は
迷
惑
だ
と
も
な
」

　

唐
提
督
が
、
同
意
す
る
印
に
二
度
頷
い
た
。
人
民
警
察

の
Ｚ
‐
11
ヘ
リ
が
現
れ
て
、
だ
い
ぶ
離
れ
た
路
上
で
着
陸

態
勢
に
入
っ
た
。

　

そ
の
ヘ
リ
以
外
は
、
至
っ
て
静
か
だ
っ
た
。
場
所
を
考

え
る
と
、
防
空
任
務
に
当
た
る
戦
闘
機
の
爆
音
く
ら
い
聞

こ
え
る
は
ず
だ
が
、
空
に
味
方
機
は
い
な
か
っ
た
。

「
で
は
、
自
分
は
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
。
移
動
に
は
く
れ
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ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
敵
は
、
そ
の
ヘ
リ
に
誰
が

乗
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
た
上
で
、
攻
撃
の
可
否
を
決
定

し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
」

　

任
少
将
が
敬
礼
し
、
そ
の
場
を
去
る
と
、
東
大
将
は
、

ラ
イ
バ
ル
の
隣
に
座
る
馬
大
佐
を
見
遣
っ
た
。

「
大
佐
、
私
に
何
か
言
う
こ
と
は
な
い
か
ね
？
」

「
提
督
、
率
直
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
自
分
は
海
軍
の
、

部
隊
全
体
の
奉
仕
者
で
す
。
そ
も
そ
も
、
リ
ゾ
ー
ト
生
活

が
出
来
る
の
に
、
南
海
艦
隊
参
謀
の
地
位
を
棒
に
振
る
な

ん
て
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
は
た
だ
、
軍
学

校
で
の
教
鞭
も
執
っ
て
い
る
の
で
、
や
む
な
く
東
海
艦
隊

参
謀
の
地
位
に
収
ま
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
す
」

「
南
海
艦
隊
が
人
材
難
だ
と
は
初
耳
だ
な
ぁ
。
な
あ
、
賀

少
将
？
」
と
唐
大
将
が
話
を
振
る
。

「
参
謀
人
事
の
話
に
な
る
た
び
に
、
釣
り
逃
し
た
魚
の
大

き
さ
の
話
に
な
り
ま
し
て
な
。
そ
り
ゃ
、
う
ち
に
も
米
留

帰
り
の
参
謀
の
一
人
く
ら
い
欲
し
い
こ
と
は
事
実
で
す
」

「
さ
て
、
人
事
の
噂
話
で
お
茶
で
も
し
た
い
所
だ
が
、
そ

ろ
そ
ろ
本
題
に
入
ら
な
い
か
？ 

す
で
に
一
〇
分
は
無
駄

に
し
た
ぞ
。
そ
れ
に
、
敵
の
コ
マ
ン
ド
は
直
ぐ
近
く
に
潜

ん
で
い
る
」

　

唐
大
将
が
本
題
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

　

人
民
解
放
軍
の
東
沙
島
電
撃
上
陸
占
領
か
ら
、
す
で
に

二
〇
日
が
経
過
し
て
い
た
。
島
嶼
を
巡
る
戦
い
は
、
尖
閣

諸
島
へ
と
飛
び
火
し
、
解
放
軍
は
、
寡
兵
で
迎
え
撃
っ
た

自
衛
隊
を
あ
と
一
歩
の
所
ま
で
追
い
詰
め
た
。
だ
が
、
自

衛
隊
は
こ
れ
を
持
ち
堪
え
、
戦
争
は
遂
に
、
解
放
軍
の
当

初
の
目
的
、
台
湾
上
陸
へ
と
移
っ
た
。

　

作
戦
当
初
、
二
万
も
の
陸
兵
の
上
陸
に
成
功
し
た
が
、

台
湾
軍
は
こ
れ
を
四
方
八
方
か
ら
野
砲
で
叩
き
、
一
瞬
に

し
て
潰
滅
さ
せ
た
。

　

別
働
隊
が
台
北
と
目
と
鼻
の
先
に
上
陸
し
、
こ
れ
は
奇

襲
攻
撃
と
な
っ
て
台
湾
軍
を
動
揺
さ
せ
た
が
、
こ
れ
も
あ
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と
一
歩
の
所
で
撃
退
さ
れ
た
。
次
に
解
放
軍
は
、
第
２
梯

団
を
台
湾
南
部
に
上
陸
さ
せ
、
ホ
バ
ー
バ
イ
ク
と
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
部
隊
で
台
湾
軍
を
翻
弄
し
、
徐
々
に
支
配
エ
リ
ア

を
拡
大
し
て
行
っ
た
。

　

台
湾
各
地
で
一
進
一
退
を
繰
り
広
げ
て
い
た
が
、
都
市

部
に
於
い
て
九
割
を
支
配
下
に
置
き
、
無
傷
な
の
は
今
や

首
都
台
北
く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
と
こ
こ
に
至
り
、
日
本
は
台
湾
支
援
の
た
め
に
、
自

衛
隊
の
参
戦
と
派
遣
を
決
定
、
陸
自
水
機
団
部
隊
が
、
台

湾
南
部
の
高ガ

オ

雄シ
ョ
ン

左ズ
オ

営イ
ン

に
上
陸
し
、
台
湾
南
部
か
ら
解
放

軍
の
一
掃
を
開
始
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
解
放
軍
は
、
台
湾
第
二
の
都
市
で
あ
る
台タ

イ

中ジ
ョ
ン

市
の
非
武
装
都
市
宣
言
化
に
成
功
し
、
台
湾
半
導
体
製
造

の
拠
点
で
あ
る
新シ

ン

竹ヂ
ュ
ー

市
に
も
足
が
か
り
を
築
い
て
戦
闘

中
だ
っ
た
。

　

対
す
る
日
台
両
軍
は
、
台
湾
本
土
の
制
空
権
を
完
全
に

奪
還
し
、
今
や
、
台
湾
海
峡
の
航
空
優
勢
も
確
保
し
つ
つ

あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
こ
れ
も
、
中
国
海
軍
が
、
撃
沈
を
恐

れ
て
沿
岸
部
に
引
き
篭
も
っ
て
い
る
お
陰
だ
っ
た
。

　

今
ま
た
、
沿
岸
部
の
解
放
軍
の
飛
行
基
地
や
レ
ー
ダ

ー
・
サ
イ
ト
を
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
国
軍
は
不
利
な

状
況
に
陥
り
つ
つ
あ
る
。
台
湾
に
上
陸
し
て
戦
闘
中
の
部

隊
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
、
そ
し
て
決
定
的
な

作
戦
が
必
要
だ
っ
た
。
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第
一
章　

大
隊
編
成

　

陸
上
自
衛
隊
特
殊
作
戦
群
第
一
空
挺
団
・
第
四
〇
三
本

部
管
理
中
隊
、
そ
の
実
、
特
殊
部
隊
で
あ
る
〝
サ
イ
レ
ン

ト
・
コ
ア
〞
の
原は

ら

田だ

小
隊
は
、
台
北
か
ら
南
西
に
離
れ
た

桃タ
オ

園ユ
ェ
ン

市
に
展
開
し
て
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
南
へ
下
る
と
、
新
竹
市
だ
。
敵
は
す
で
に
こ

こ
桃
園
に
も
潜
入
し
、
夜
間
に
な
る
と
仕
掛
け
て
く
る
。

日
中
の
攻
撃
は
、
今
の
所
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
時
間
の

問
題
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

　

敵
の
目
的
は
、
台
湾
の
空
の
玄
関
、
桃
園
空
港
の
制
圧

だ
。
だ
が
台
湾
軍
に
は
余
力
が
無
く
、
こ
こ
を
寡
兵
の
郷

土
防
衛
隊
だ
け
で
守
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
新
竹
を
巡
る
状
況
は
混
沌
と
し
て
い
た
。
解

放
軍
は
こ
こ
を
制
圧
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
台
湾
軍
も

守
り
切
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
敵
味
方
が
あ
ま

り
に
も
交
錯
し
、
台
北
で
も
戦
況
を
把
握
し
か
ね
て
い
た
。

　

原
田
小
隊
は
、
31
号
線
に
沿
っ
て
走
る
高
速
鉄
道
の
高

架
下
を
ば
ら
け
て
徒
歩
移
動
し
て
い
た
。
準
備
が
整
っ
た

部
隊
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
み
出
発
す
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
目
撃
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
全
部
隊

が
、
線
路
の
高
架
を
挟
ん
で
走
る
高
速
の
中
央
分
離
帯
部

分
の
橋
脚
部
分
に
隠
れ
て
い
た
。

　

厄
介
な
状
況
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
公
式
に
も
非
公
式
に

も
存
在
し
な
い
部
隊
だ
。
他
の
部
隊
と
行
動
を
共
に
す
る

こ
と
も
滅
多
に
な
い
。
だ
が
今
、
彼
ら
に
は
、
大
隊
規
模
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